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監査結果に基づき区長等が講じた措置の公表について（通知） 

 

地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 199条第 14項の規定により、下記の

とおり公表します。 

 

記 

１ 対象の監査 

令和７年度後期定期監査及び財政援助団体等監査 

令和７年度工事監査 

 

２ 公表内容 

別添「令和８年度監査結果に基づき区長等が講じた措置（第１回）」のとおり 

 

３ 公表方法 

区役所の掲示場へ掲示し、大田区ホームページに掲載する。 

  

様 

（写） 



  



令和 8 年度 

（2026 年度） 

 

監査結果に基づき区長等が講じた措置 
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「監査結果に基づき区長等が講じた措置」の概要について 

 
 
１ 対象の監査 

（１）令和 7年度後期定期監査及び財政援助団体等監査 
（２）令和 7年度工事監査 

 
 

２ 措置の経緯 

令和 7 年度後期定期監査及び財政援助団体等監査の結果については、令和 8 年 4

月 9 日付け 7 大監発第 10304 号により大田区監査委員から大田区長等へ報告した。

当該監査の結果に基づき措置を講じたと令和 8年 7月 10日付け 8総総発第 10983号

により大田区長から通知があった。 

令和 7 年度工事監査の結果については、令和 8 年 4 月 9 日付け 7 大監発第 10305

号により大田区監査委員から大田区長等へ報告した。当該監査の結果に基づき措置

を講じたと令和 8年 7月 10日付け 8総総発第 10986号により大田区長から通知があ

った。 

   

 

３ 改善等の状況 

       
内容 

 
監査名 

改善を求めた 
もの 

報告件数 

審査結果 

措置状況 
改善されたと 
認めるもの 

改善されたと 
認めないもの 

令和 7年度後期定期監
査及び財政援助団体等
監査 

32件 32件 32件 0件 別紙 1 

令和 7年度工事監査 12件 12件 12件 0件 別紙 2 
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１ 定期監査 

（１）企画経営部 【指摘事項１、意見・要望事項１】 

指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

ア 指摘事項 

（ｱ）令和６年度資金前渡受者用

現金出納簿において、記帳に誤

りがあった。前回監査でも現金

出納簿の記帳誤りがあり指摘事

項としているが繰り返されてい

る。会計事務規則第 112 条に基

づき適正に処理されたい。 

<企画課> 

現金出納簿の記帳方法について理解が不十分だったことが

原因です。 

監査指摘後、速やかに、会計事務規則に基づき現金出納簿を

修正するとともに、「会計事務の手引」を改めて確認しました。 

また、後任の担当とも「会計事務の手引」について共有し、

引継ぎを行いました。 

さらに、担当者は大田区職員研修「会計事務研修」を受講し

て会計事務の理解を深めるとともに、現金出納簿の注意点を

チェックリスト形式に整理し、現金出納簿に記入する際に誤

りがないか確認できる仕組みを整備することで、再発防止に

努めます。 

イ 意見・要望事項 

（ｱ）出張における交通運賃等の

旅費の支給に誤りがあった。職

員の旅費に関する条例等に基づ

き適正に処理されたい。 

<企画課> 

旅行命令兼実施申請における、一部経路入力漏れの事務誤

りです。実際利用した交通手段の記載に漏れがないか、申請前

に確認しなかったことが原因です。 

監査実施後、速やかに、職員の旅費に関する条例等に基づ

き、旅行命令兼実施申請の変更申請を行いました。 

また、本件について係長会で周知するとともに、適正な事務

処理について、課内職員に注意喚起しました。 

再発防止に向けて、申請者だけでなく決定関与者（係長）に

よる回付内容の確認を徹底します。 
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（２）総務部 【指摘事項２、意見・要望事項１】 

指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

ア 指摘事項 

（ｱ）他課へ管理を移した備品

（ピアノ２点）について、所属変

更の手続が行われていなかっ

た。また、廃棄手続を行わずに備

品（会議椅子１点）を廃棄してい

た。物品管理規則第 24条の２の

規定による備品の現況確認を確

実に行うとともに、同規則第 32

条及び第 32条の２に基づき適正

に処理されたい。 

<総務課> 

ピアノについては、監査指摘後、速やかに所在の調査、確認

を行い、物品管理規則等に基づき、適正な管理換え手続を行い

ました。今後、備品の管理異動があった際は、速やかに管理換

え手続を行い、登録手続に漏れがないよう確認を徹底します。 

会議椅子については、監査指摘後、速やかに、物品管理規則

等に基づき、適正な廃棄手続を行うとともに、その他の台帳登

録備品の現況確認を複数の職員で実施しました。再発防止に

向けて、係内で備品の登録及び廃棄手続について再周知し、適

正な管理を徹底します。 

（ｲ）令和６年度の男女平等推進

センター施設使用料について、 

財務会計システムの操作誤りに

よる調定登録漏れがあり、さら

に調定額と収入済額との差額を

還付未済として処理をしてい

た。会計事務規則第 23条に基づ

き適正な事務を行われたい。 

<人権・男女平等推進課> 

財務会計システムで歳入調定を入力後、登録を確定するた

めのボタンを押さず、印刷イメージの見本を印刷して決裁を

行ったため、データが更新されていませんでした。また、調定

額より歳入額が多くなっている原因を究明するため、納入済

通知書と歳入予算整理簿を照合しましたが、調定の登録漏れ

に気づかず、還付未済が原因であると誤認しました。 

監査指摘後、速やかに、課内で発生原因を共有するととも

に、会計事務規則等に基づき、適正な事務処理の実施について

注意喚起を行いました。 

今後は、印刷された調定書等が財務会計システムへ登録済

みであるかについて、担当者と係長による確認を徹底します。 

また、担当者により２か月ごとに歳入予算整理簿を出力し、

調定額と実際の歳入額に差額が生じていないか、納入済通知

書、起案文書及び調定書を用いて確認を行うこととし、再発防

止に努めます。 
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指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

イ 意見・要望事項 

（ｱ）公文書開示請求における写

しの交付の際、送付に要する費

用を請求人から郵券で受領すべ

きところ、郵送料を含めた納付

書を発行し、歳入金として収納

していた。大田区情報公開条例

第 12条に基づき適正に処理され

たい。 

<防災危機管理課> 

送付に要する費用を郵券で受領すべきことを正しく把握し

ておらず、歳入金として収納したことが原因です。 

監査実施後、速やかに「大田区情報公開条例の手引」を確

認し、公文書の写しの作成に要する費用は現金で、郵送に要

する費用は切手（郵券）をもって前納することを正しく把握

しました。 

また、本件の事務誤りについて、課内全体に周知するとと

もに、参照すべきマニュアル等の該当箇所を提示し、適正な

事務処理について改めて注意喚起を行いました。 

今後は、案件の受付から発送までの各段階において、担当

者に加え係長による確認を徹底し、同様の誤りの再発防止に

努めます。 
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（３）地域未来創造部 【指摘事項３、意見・要望事項 10】       

指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

ア 指摘事項 

（ｱ）出張における交通運賃等の

旅費の支給に誤りがあった。前

回監査でも同様の事案を意見・

要望事項として報告しているが

繰り返されている。職員の旅費

に関する条例等に基づき適正に

処理されたい。  

<馬込特別出張所>  

バスの金額式通勤定期券を所持する場合、旅行命令兼実施

申請において、手修正にて旅費の支給金額の調整が必要なこ

とを認識していなかったことが原因です。 

監査指摘後、速やかに、給与事務の手引等に基づき、該当職

員に修正する理由を共有し、旅行命令兼実施申請の変更申請

を行いました。 

また、給与事務の手引（第３編・旅費の定期券等調整マニュ

アル）を所内周知しました。 

今後、地域未来創造部の直近３年分の庶務事務システムに

関する指摘事項等をまとめたものを作成し、所内周知します。 

さらに、各種申請の際には、申請者本人及び決定関与者（係

長）の確認を徹底し、再発防止に努めます。 

（ｲ）物品購入において、事案決

定前に発注されていた。また、工

事において、事案決定前に工事

が行われていた。事業の執行に

当たっては、事案決定手続きを

経たうえで適正な事務を行われ

たい。 

<雪谷文化センター>  

認識誤りにより、事案決定前に発注したことが原因である

ため、監査指摘後、速やかに、事案決定手続規程、契約事務

の手引及び契約事務のポイント(契約事務の流れ)を確認し、

係員に適切な事務処理を行うよう注意喚起しました。 

今後、物品購入等の事案決定については、契約事務の流れ

を確認することで、再発防止に努めます。 

また、緊急工事事案が生じた場合であっても、事案決定

後、財務会計システムの契約処理後に工事発注するよう明記

した事務フローを作成することで、適正な工事契約を徹底

し、再発防止に努めます。 

（ｳ）大田区手数料条例第６条に

基づき無料とすべき住民票の写

しの交付手数料をキャッシュレ

ス決済で誤徴収し、還付手続き

を行わないまま当日の収入（現

金）から返金していた。同条例に

基づき、適正な事務を行なわれ

たい。 

<糀谷特別出張所>  

証明書発行時の確認不足、キャッシュレス決済返金処理の

知識不足等が原因です。 

監査指摘後、速やかに、大田区手数料条例等に基づき、会計

管理室と協議の上、現金出納簿の記載を修正しました。 

キャッシュレス決済の取消・返金処理について、地域力推進

課に確認し、レジスターマニュアルを所内に周知しました。 

また、大田区手数料条例を確認の上、証明書の有料・無料交

付区分について、職員から来庁者への確認を徹底し、手数料誤

徴収・返金処理誤りがないよう、所内全体で再発防止に努めま

す。 
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指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

イ 意見・要望事項 

（ｱ）大田区休養村とうぶの使用

料収納事務委託の仕様書におい

て、受託者は大田区会計事務規

則第 111 条第 87 号様式に準じ

た現金出納簿を備え管理すると

規定されているが、会計事務規

則に準じた現金出納簿ではなか

った。適正に管理するよう指定

管理者へ指導を行われたい。 

<地域力推進課> 

監査実施後、速やかに、会計事務規則第 111 条第 87号様式

に準じた現金出納簿及びキャッシュレス収納分を管理するた

めの債権管理簿の雛型を指定管理者へ改めて提供し、使用料

収納事務の委託仕様書に基づく使用料等の適正な管理を実施

するように、改めて指導しました。 

今後は、現金出納簿と債権管理簿について、毎月１回区が確

認を実施することで、委託仕様書に基づく適正な使用料収納

事務の徹底を図り、再発防止に努めます。 

 

（ｲ）時間外勤務手当の申請につ

いて自由時間の入力漏れがあっ

た。職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例に基づき適正に

処理されたい。 

<馬込特別出張所>  

出張期間中の時間外勤務命令申請等において、移動時間は

超過勤務手当支給の対象外であることの把握が所内でできて

おらず、誤った申請を行ってしまったためです。 

監査実施後、速やかに、給与事務の手引等に基づき、該当職

員に修正する理由や意義を共有し、時間外勤務実施申請を適

切に修正しました。 

また、給与事務の手引（第２編）を所内周知しました。 

今後、地域未来創造部の直近３年分の庶務事務システムに

関する指摘事項等をまとめたものを作成し、所内周知します。 

さらに、各種申請の際には、申請者本人及び決定関与者（係

長）の確認を徹底し、再発防止に努めます。 

 

<久が原特別出張所>  

出張期間中の時間外勤務命令申請等において、移動時間は

超過勤務手当支給の対象外であることを認識していなかった

ことが原因です。 

監査実施後、速やかに、服務等の手引、給与事務の手引等に

基づき、時間外勤務実施申請を修正しました。 

その後、職員周知用掲示板及び係会で注意点を共有し、申請

時に入力誤りがないことを確認するよう所内全体に注意喚起

しました。 

今後は、申請内容について、申請者だけでなく決定関与者

（係長）による確認を徹底し、再発防止に努めます。 
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指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

 <千束特別出張所>  

出張期間中の時間外勤務命令申請等において、移動時間は

超過勤務手当支給の対象外であることを認識していなかった

ことが原因です。 

監査実施後、速やかに、給与事務の手引、職員の勤務時間、

休日、休暇等に関する条例等に基づき、時間外勤務実施申請を

修正しました。 

また、所内職員全員に対し、改めて時間外勤務命令申請等に

おける注意点等を共有し、申請時に誤りがないことを確認す

るよう注意喚起しました。 

今後は、時間外勤務命令申請等を含む庶務事務システムで

の各種申請内容について、庶務担当と決定関与者（係長）によ

る確認を徹底し、再発防止に努めます。 

<糀谷特別出張所>  

時間外の出張について、移動時間を自由時間とせず、超過勤

務手当支給の対象として時間外勤務命令申請等をしていまし

た。 

監査実施後、速やかに、給与事務の手引等に基づき、時間外

勤務実施申請の修正を行いました。 

また、「【給与事務の手引】第２編 給料及び諸手当」を再確

認し、時間外の出張における移動時間は、超過勤務手当支給の

対象とはならないことを所内周知しました。 

今後は、庶務担当と決定関与者（係長）による内容確認を徹

底することで、再発防止を図ります。 

（ｳ）行政財産目的外使用許可の

事案決定について、部長決定と

するところを特別出張所長決定

としていた。事案決定手続規程

に基づき適正な事務を行われた

い。  

<雪谷文化センター>  

認識誤りにより、事案決定手続規程で本件決定権者を確認

せず、課長決定であると判断したことが原因です。 

監査実施後、速やかに、事案決定手続規程に基づき、区長又

は副区長、部長若しくは課長の決定すべき事案について、別

表（第３条関係）より当該決定権者を確認しました。 

また、本案件をセンター内に周知し、適正な起案を行うよ

う、注意喚起をしました。 

今後は、事案決定の際、事案決定手続規程の別表（第３条関

係）により決定権者の確認を徹底することで、再発防止に努

めます。 
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指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

（ｴ）出張における交通運賃等の

旅費の支給に誤りがあった。職

員の旅費に関する条例等に基づ

き適正に処理されたい。  

<糀谷特別出張所>  

バスの金額式通勤定期券を所持する場合、旅行命令兼実施

申請において、手修正にて旅費の支給金額の調整が必要なこ

とを認識していなかったことが原因です。 

監査実施後、速やかに、給与事務の手引等に基づき、旅行命

令兼実施申請の変更申請を行いました。 

また、「【給与事務の手引】第３編 旅費」及び「【給与事務の

手引】旅費の定期券等調整マニュアル」を再確認し、定期券調

整について所内周知と注意喚起を行いました。 

今後は、適正な運賃を把握し、庶務担当と決定関与者（係長）

による内容確認を徹底することで、再発防止を図ります。 

（ｵ）契約事務規則第４条第１項

別表第１により、予定金額 10万

円以下の契約は各文化センター

所長に契約事務が委任されてい

るが、合計 10万円を超える契約

において、同一業者と分割して

随意契約していた。これらの契

約は本来一括して特別出張所長

契約とすべきである。契約事務

規則に基づき適正な事務を行わ

れたい。 

<糀谷文化センター>  

契約委任範囲を意識せず、種目ごとに支柱（バレーボール用

１対、バドミントン用２対）の購入契約を行いました。契約事

務に関する理解が不十分であったことが原因です。 

監査実施後、速やかに契約事務規則を確認し、本件をセンタ

ー内に周知するとともに、適正な契約事務処理を行うよう注

意喚起を行いました。 

さらに、本件を事例として、契約時には契約委任範囲を含め

よく確認するよう、マニュアルを作成し、職場内に周知しまし

た。 

今後も継続的に注意喚起を行い、再発防止に努めます。 

（ｶ）金銭出納員用現金出納簿に

おいて、出納整理期間中の受払

を翌年度の現金出納簿に記帳し

ていた。会計事務規則第 111 条

に基づき適正に処理されたい。 

<蒲田東特別出張所>  

出納整理期間シートを使用することを知らず、出納整理期

間シートに記帳すべき受払を新年度の現金出納簿に記帳して

いたことが原因です。 

監査実施後、速やかに、会計事務規則に基づき、現金出納簿

を適正に修正しました。 

また、本件について所内で周知し、「会計事務の手引」の再

確認を行うとともに、会計年度を含め現金出納簿へ適正な記

載を徹底するよう関係職員に注意喚起を行いました。 

今後、再発防止に向けて、担当間の引継ぎの際には、前年度・

新年度の歳入の記帳については注意事項として、しっかり引

継ぎを行った上で、係長によるダブルチェックを徹底します。 
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指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

（ｷ）予定金額 130 万円を超える

工事請負契約及び 50 万円を超

える物品の購入契約において、

分割し同一業者と随意契約して

いた。これらの契約は本来一括

して経理管財課に契約締結請求

すべきである。契約事務規則に

基づき適正な事務を行われた

い。 

<文化芸術推進課>  

同一施設の別箇所の補修工事及び安全対策物品の購入につ

いて、必要な時期に各々見積書を徴取していたにもかかわら

ず、同時期に見積書ごとに契約をしました。いずれも、見積書

を徴取後、速やかに事案決定（契約）をしなかったことが原因

です。 

監査実施後、速やかに、本件を課内周知するとともに、契約

事務の事案決定権限・契約権限チェックシートを活用した課

内 OJT を実施し、特に工事請負、物品購入等に係る課契約の

範囲（契約委任）、速やかな事案決定について、改めて職員の

認識強化を図りました。 

再発防止に向けて、契約事務の都度、事案決定及び契約締結

時に当該チェックシートにより、担当、係長及び所管課長が

各々確認を行い、適正な処理を徹底します。 
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（４）区民部 【指摘事項１、意見・要望事項３】 

指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

ア 指摘事項 

（ｱ）金銭出納員のキャッシュレ

ス決済分口座において、預金利

子収入があったにもかかわら

ず、収入手続きがされていなか

った。会計事務規則第 26条に基

づき適正に処理されたい。  

<課税課> 

キャッシュレス決済分口座で、預金利子が発生していたに

もかかわらず、年度末に収入手続をしていませんでした。預金

利子がつくことを認識していなかったことが原因です。 

監査指摘後、速やかに、会計事務規則に基づき、前年度預金

利子の収入手続をするとともに、現金出納簿を修正しました。 

再発防止に向けて、事務担当者用マニュアルを修正し、適正

な処理方法について課内周知するとともに、担当者と係長に

よるダブルチェック等で確認を徹底します。 

イ 意見・要望事項 

（ｱ）郵券を使用して発送した文

書について、文書郵送簿に記載

されていなかった。文書管理規

程第 30条第 2項に基づき適正な

事務を行われたい。 

<課税課> 

監査実施後、速やかに、文書管理規程に基づき、文書郵送簿

に記載しました。 

再発防止に向けて、庶務担当内で改めて文書管理規程に基

づく事務執行について確認するとともに、郵券使用簿と文書

郵送簿の突合を徹底します。 

（ｲ）出張における交通運賃等の

旅費の支給に誤りがあった。職

員の旅費に関する条例等に基づ

き適正に処理されたい。  

<課税課> 

通勤手当認定前の旅行命令兼実施申請について、通勤手当

認定後の定期券等調整漏れ及び一部経路誤りが原因です。 

監査実施後、速やかに、職員の旅費に関する条例等に基づ

き、旅行命令兼実施申請の変更申請を行うとともに、適正な処

理方法について課内で確認しました。 

再発防止に向け、旅行命令兼実施申請の適正な申請方法を

課内周知するとともに、庶務担当者及び決定関与者（係長）に

よる回付内容の確認を徹底します。 

（ｳ）令和７年度金銭出納員用現

金出納簿（後期高齢者医療担当）

において、金額に記載誤りがあ

った。会計事務規則第 111 条に

基づき適正に処理されたい。  

<国保年金課> 

監査実施後、速やかに、会計事務の手引等に基づき、預金利

子収入日を正しく記載（誤記取消・追記）するとともに、現金

出納簿の記載に当たっては、挙証資料に基づき記載すること

を改めて係内で共有しました。 

再発防止に向け、担当者と係長が、収納金日報と日計表を毎

日照合し、現金出納簿を記載しているかを確認します。また、

月ごとに印刷した現金出納簿について、摘要、収納日、受、払、

残が正しく印刷されているか、担当者と係長でチェックしま

す。 

さらに、正しい内訳金額と合計金額になっているか、上記同

様、担当者と係長による確認を徹底します。 
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（５）産業経済部 【指摘事項なし、意見・要望事項なし】 

 

 

（６）福祉部 【指摘事項なし、意見・要望事項５】  

指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

イ 意見・要望事項 

（ｱ）おおたフード支援ネットワ

ーク事業委託契約において、契

約書に契約担当者の役職、氏名

が記載されていなかった。契約

事務規則第 46条に基づき適正な

事務を行われたい。  

<福祉管理課> 

監査実施後、速やかに委託事業者に連絡し、契約事務規則に

基づき、区保管分と委託事業者保管分の両契約書の区契約担

当者の役職、氏名を記載しました。 

再発防止策として、契約書作成に当たっては契約事務規則

を確認し、作成後は担当者と係長によるダブルチェックを行

い、契約書の内容に不備がないか確認を徹底します。 

（ｲ）大田区貸付金システム保守

業務委託において、仕様書では

要員名簿は契約締結後速やかに

区に提出することになっている

が、提出されていなかった。契約

書に基づき適正な事務を行われ

たい。  

<福祉管理課> 

監査実施後、速やかに事業者へ連絡し、契約書の仕様内容に

基づき、要員名簿を受領しました。 

また、令和８年１月に実施した事業者との定例会において、

契約における提出物の確認を行いました。 

再発防止策として、契約期間中のフロー図を作成し、進捗管

理・確認ができる仕組みを整備しました。これにより、期限ま

での確実な提出及び確認漏れの防止を徹底します。 

（ｳ）おおたみんなのつどいプロ

ジェクト業務委託において、仕

様書では事業計画書は契約開始

後速やかに区に提出することに

なっているが、提出されていな

かった。契約書に基づき適正な

事務を行われたい。  

<障害福祉課> 

監査実施後、受託者と仕様書の再確認を行い、速やかに受託

者から事業計画書の提出を受けるとともに、契約内容を適正

に履行することについて、認識の共有を図りました。 

また、委託者として事業計画書の様式を作成し、令和８年度

委託については、受託者から契約開始後速やかに、当該様式に

よる事業計画書の提出を受けました。 

今後は、受託者と共有する年間スケジュール管理表に契約

事務に係るタスクを追加し、担当者と係長による進捗管理を

徹底します。 

（ｴ）令和７年度金銭出納員用現

金出納簿において、受払の記帳

漏れがあった。会計事務規則第

111 条に基づき適正に処理され

たい。 

<大森生活福祉課> 

監査実施後、速やかに、会計事務規則、会計事務の手引に基

づき現金出納簿を修正するとともに、係内にて誤りの内容に

ついて周知し、注意喚起をしました。 

また、現金出納簿については、記載した金額に誤りがないか

毎月末に担当者が確認していましたが、監査実施後は、記載す

るたびに金額の確認を徹底するようにしました。 
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指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

（ｵ）出張における交通運賃等の

旅費の支給に誤りがあった。職

員の旅費に関する条例等に基づ

き適正に処理されたい。  

<大森生活福祉課> 

バスの金額式通勤定期券を所持する場合、旅行命令兼実施

申請において、手修正にて旅費の支給金額の調整が必要なこ

とを認識できていませんでした。また、経路検索ソフトで複数

の乗換え経路が表示された際、選択を誤ったまま旅費申請を

行ったことが原因です。 

監査実施後、速やかに、職員の旅費に関する条例等に基づ

き、旅行命令兼実施申請の変更申請を行いました。 

また、課内職員全員に対し、改めて旅行命令兼実施申請にお

ける注意点等を共有し、申請時に入力漏れ等誤りがないこと

を確認するよう注意喚起しました。 

今後は、旅行命令兼実施申請を含む庶務事務システムでの

各種申請内容について、庶務担当と決定関与者（係長）による

確認を徹底し、再発防止に努めます。 

 

 

 

（７）まちづくり推進部 【指摘事項なし、意見・要望事項なし】 

 

 

（８）都市基盤整備部 【指摘事項１、意見・要望事項なし】 

指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

ア 指摘事項 

（ｱ）出張における交通運賃等の

旅費の支給に誤りがあった。前

回監査でも同様の事案を意見・

要望事項として報告しているが

繰り返されている。職員の旅費

に関する条例に基づき適正に処

理されたい。 

<道路課> 

旅行命令兼実施申請について、通勤にバスを利用している

場合の手修正による旅費支給金額の調整漏れ、公共交通機関

を誤って乗換ごとに分けて申請したことが原因です。 

監査指摘後、職員の旅費に関する条例等に基づき、速やか

に、旅行命令兼実施申請の変更申請を行いました。 

再発防止策として、課全体にメッセージ等で注意喚起する

とともに、申請者だけでなく決定関与者（係長）による回付内

容の確認を徹底します。また、適正な事務処理について、課内

研修を計画、実施します。 
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（９）資源環境部 【指摘事項１、意見・要望事項１】 

指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

ア 指摘事項 

（ｱ）出張における交通運賃等の

旅費の支給に誤りがあった。 前

回監査でも同様の事案を意見・

要望事項として報告しているが

繰り返されている。職員の旅費

に関する条例に基づき適正に処

理されたい。 

<環境政策課> 

バスの金額式通勤定期券を所持する場合、旅行命令兼実施

申請において、手修正にて旅費の支給金額の調整が必要なこ

とを認識していなかったことが原因です。 

監査指摘後、速やかに、職員の旅費に関する条例等に基づ

き、旅行命令兼実施申請の変更申請を行いました。 

また、旅行命令兼実施申請における注意点を、課全体に掲示

板で周知しました。 

今後は、申請者だけでなく決定関与者（係長）が申請内容の

ダブルチェックを行い、再発防止に努めます。 

イ 意見・要望事項 

（ｱ）令和６年度金銭出納員用現

金出納簿について、組織改正に

伴う事務引継ぎが行われていな

かった。会計事務規則第 122 条

に基づき適正に処理されたい。 

<環境政策課> 

監査実施後、速やかに、会計事務規則に基づき、組織改正に

伴う金銭出納員の帳簿への引継記載を行いました。 

また、「会計事務の手引」を改めて確認し、本件について課

内周知しました。 

今後は、引継記載の要否について、毎年度末に担当者及び係

長でダブルチェックを行い、再発防止に努めます。 

 

 

（10）会計管理室 【指摘事項なし、意見・要望事項なし】 
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２ 財政援助団体等監査  

（１）補助金の交付団体         【指摘事項なし、意見・要望事項なし】 

 

 

（２）出資団体                 【指摘事項なし、意見・要望事項なし】 

 

 

（３）出資及び補助金の交付団体 【指摘事項なし、意見・要望事項なし】 

 

 

（４）公の施設の指定管理者     【指摘事項なし、意見・要望事項２】 

 

指摘事項、意見・要望事項の要約 措置状況 

イ 意見・要望事項 

（ｱ）大田区休養村とうぶの使用

料収納事務の委託仕様書におい

て、収納等受託事務の遂行に当

たり大田区会計事務規則第 111

条第 87号様式に準じた現金出納

簿を備え管理すると規定されて

いるが、会計事務規則に準じた

現金出納簿ではなかった。仕様

書に基づき適正な事務を行われ

たい。 

［休養村とうぶ］  

株式会社 信州東御市振興公社（所管課 地域力推進課） 

監査実施後、速やかに、区（地域力推進課）へ連絡し、大田

区会計事務規則第 111 条第 87 号様式に準じた現金出納簿及

びキャッシュレス収納分を管理するための債権管理簿の雛型

の提供を受け、現金出納簿及び債権管理簿に適正に記載しま

した。 

また、仕様書に基づき、使用料等の適正な管理方法を職場内

に周知し、本件の問題点について事務引継ぎを実施しました。 

今後は、現金出納簿と債権管理簿について、記載するたびに

担当者及び責任者によるダブルチェックを行うとともに、月

１回現金出納簿と債権管理簿を区（地域力推進課）へ提出し、

両者で確認を実施することで、再発防止を徹底します。 

（ｲ）年度協定書第 10条第 12項

に規定する事故発生に伴う損害

賠償保険等を適用した場合の保

険適用報告、支払報告について、

令和６年 12月に発生した事故の

保険適用報告等がされていなか

った。協定書に基づき適正な事

務を行われたい。 

［つばさホーム前の浦］  

社会福祉法人 大田幸陽会（所管課  障害福祉課） 

監査実施後、速やかに区（障害福祉課）へ連絡、調整の上、

年度協定書に基づき、保険適用報告等を行いました。 

また、本件内容を関係する施設職員に周知し、年度協定書に

定める報告等について再確認しました。 

今後、漏れが無いよう、その都度、担当者と係長によるダブ

ルチェックを行うとともに、定期的に会議等で確認し、振返り

の機会を持つことで、再発防止に努めます。 
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第１  工事監査 

【監査の対象】京和橋落橋防止対策工事 

子育て広場整備工事 

大田区立特別養護老人ホーム糀谷及びシルバーピア糀谷大規模改修工事 

１  共通事項 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

ア  入札不調への対応 

昨今の人手不足による人件費の上昇、資材、原料の高

騰は、工事費の増大につながっており入札不調の要因と

もなっている。実勢価格を適切に反映した積算とともに

市場環境の変化に機動的に対応できる方策の検討をさ

れたい。    

経理管財課 

建設工事課 

公園課 

施設保全課 

介護保険課 

建築調整課 

措置状況 

区では、積算に用いる材料単価や労務単価について、東京都の基準を準用して標準単価を定め

ており、市場価格の動向をきめ細かく反映するため、毎月見直しを実施するとともに、週休２日

の取組に対応した労務費等の補正を行っています。 

また、資材や原料の高騰など市場環境の変化に機動的に対応できるよう、インフレスライド制

度をホームページで公表し、適切に契約変更を行うなど、事業者が受注しやすい環境整備に努め

ています。 

今後も市場環境の変化に対応し、働き方改革を意識した工程の計画、安全に働ける現場環境の

確保など、各種施工条件を十分に検討した上で、工事発注を行います。 
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「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

イ  バリューエンジニアリングの積極的な活用 

区の公共施設の整備においては、これまでもバリュー

エンジニアリング（Value Engineering、ＶＥ）を活用し

た取組みを進めているが、引続き、「費用を下げること」

だけでなく、機能や品質、信頼性、安全性、環境負荷な

どを損なわずに価値を高めるバリューエンジニアリン

グを積極的に活用し、長期的な維持管理費や運用コスト

を含むライフサイクルコストの低減に努められたい。 

建設工事課 

公園課 

施設保全課 

介護保険課 

建築調整課 

措置状況 

基本設計を行う新築、改築、増築、大規模改修工事においては、設計時に設計レビューを行っ

ており、達成すべき品質を満たしているかなどを客観的かつ多様な観点から確認・精査し、コス

ト削減及び品質・機能向上に努めています。 

引き続き、長期的な維持管理費や運用コストを含むライフサイクルコストの低減に取り組んで

いきます。 

 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

ウ  デジタル技術・ＡＩの活用 

工事関係書類の電子化、クラウド環境などの効果的な

活用により体系的なデータの保存管理を進め、業務の効

率化を図られたい。また、最新の技術動向を研究し、ド

ローンやＡＩ等の調査への活用、設計、積算等への導入

も検討されたい。    

建設工事課 

公園課 

施設保全課 

介護保険課 

建築調整課 

措置状況 

現在、大田区が施工する工事においては、工事関係書類の電子化、クラウド環境などの活用に

より、業務の効率化及び発注者・受注者相互の負担軽減を図っています。 

また、技術基準類をアップロードした独自 AI を導入し、設計積算業務の効率化を実施してい

ます。 

さらに、橋梁の定期点検において、ドローンの活用と画像 AI による変状検知を実施していま

す。 
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２  子育て広場整備工事 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

エ 公園への大型シェードの設置 

近年の気候変動への対応というだけではなく、子育て

世代の地域での交流の場所としても、誰でも気軽に使え

る大型シェードは重要な設備となっている。今後の公園

の新設、改修の際には大型シェードの設置を検討された

い。 

公園課 

措置状況 

区では、令和８年３月に策定した「大田区パークマネジメントマスタープラン」において、公

園の運営方針の一つに「こどもの視点で創る公園づくり」を位置付けています。この中で、「子育

て環境の整備」については、既存の公園施設の再編を考慮するとともに、地域の特性や利用者の

ニーズに応じながら、居場所や遊び場を公園に具現化させていくこととしています。 

その他公園への「大型シェード」の設置については、各公園の設計コンセプトや公園利用者の

ニーズ等を十分考慮するとともに、「子育てひろば公園づくり」の機会を捉えるなど、引き続き、

整備に向けた検討を進めていきます。 

 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

オ インクルーシブ遊具の設置 

インクルーシブ遊具は、障がいの有無、年齢、国籍な

どに関わらず、すべての子どもたちが健やかに育つため

の社会基盤のひとつとして将来の共生社会実現の基礎

を築く重要な意義を持つ。公園遊具の新設、更新の際に

は、こうしたことを踏まえながら地域住民との調整にあ

たり、インクルーシブ遊具の設置を検討されたい。 

公園課 

措置状況 

先般策定した「大田区パークマネジメントマスタープラン」では、公園をより良くするアプロ

ーチの一つとして「公園の機能や魅力をさらに高める」ことを位置付けており、国籍・性別・年

齢・障がいの有無にかかわらず、誰もが快適に過ごせる利便性の高い公園づくりを推進すること

としています。 

公園遊具の新設や更新のタイミングにおける「インクルーシブ遊具」の設置については、地域

の特性や他の公園施設との関連性を考慮しつつ、地域の方々を含めたより多くの方々の意見を求

めるなど、引き続き、誰もが排除されない公園整備に努めます。 
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「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

カ  防犯カメラの設置 

公園への防犯カメラの設置は、利用者の安全確保と犯

罪予防のために有効な対策となる。特に死角の多い公園

や接道していない公園においては重要なものである。一

方、防犯カメラの設置にあたっては、プライバシーへの

配慮や近隣住民の理解が欠かせない。公園の運営につい

て、こうした観点から関係機関や地域との調整を綿密に

行い、防犯カメラの設置を検討されたい。 

公園課 

措置状況 

区では、「一定の基準」に基づき、公園内の防犯カメラの設置を進めています。具体的には、公

園の構造上の理由から死角があり、公園内の配置替えでは死角が解消できない場合や、警察から

特に防犯カメラの設置が求められていることなどを理由に設置していますが、設置に当たって

は、プライバシー保護の観点から利用者や近隣住民の理解が欠かせません。 

犯罪の抑制などに向け、防犯カメラの設置が必要な状況においては、今後も、近隣住民や関係

機関との調整を踏まえながら防犯カメラを設置するなど、引き続き、安全・安心で快適な公園づ

くりを進めていきます。 
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３  大田区立特別養護老人ホーム糀谷及びシルバーピア糀谷大規模改修工事 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

キ  改修工事に向けた施設入居者への配慮 

生活の拠点である特別養護老人ホーム、シルバーピア

の大規模改修にあたって、入居者の生活を損ねることの

ないよう、十分な説明と円滑な移動への配慮がなされて

いた。今回得られた貴重な経験、知見を、今後も見込ま

れる同種の大規模改修に活かせるように記録類の整備

をされたい。 

施設保全課 

介護保険課 

建築調整課 

措置状況 

電子納品された工事関係書類を適切に保管し、今後予定されている工事に活用できるよう努め

ていきます。 

今後も同種の大規模改修工事が予定されているため、工事及び入居者の移動等が円滑に進めら

れるよう、関係部局と連携・協力して進めていくとともに、今回得られた経験等を活かせるよう

記録類を整備していきます。 

また、施設所管課では、本件設計時及び工事時の劣化状況を鑑み、個別施設計画へ反映し、よ

り効果的かつ効率的な公共施設マネジメントに取り組んでいきます。 

 

 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

ク 太陽光発電設備の導入 

施設設備の運用、維持管理の費用対効果を十分に検討

することが必要ではあるが、環境負荷の低減への配慮、

公共の役割を考慮し、施設の改修の際には太陽光発電設

備の導入を積極的に検討されたい。また、当該施設の災

害時の役割や機能の面から検討することも重要である。 

施設保全課 

介護保険課 

建築調整課 

措置状況 

大田区の新築・大規模改修工事においては「脱炭素化に向けた大田区公共施設の整備に関する

環境配慮方針(令和６年９月 18日決定)」に基づき、原則導入することとしています。 

また、災害時における太陽光発電設備の機能についても、有効な役割として導入を計画してい

きます。 
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第２  施設監査 

【監査の対象】スマイル大森 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

ア  館内の掲示と情報発信 

施設内の掲示物は、管理者によるもの、外部からの依

頼によるものなどで増加する傾向にある。掲示物が過多

になると、施設の美観を損なうだけでなく重要な情報が

埋もれてしまうおそれがある。一方で、地域の団体から

のものを含め地域の情報発信の拠点という役割も重要

なことである。現時点では、開館から日が浅いこともあ

り問題はないようであるが、掲示物の種類によって区画

を分ける等、案内表示を含めた総合的な対応方針を検討

されたい。   

入新井特別出張所 

措置状況 

オープンスペースなどの共有スペースは、情報発信を目的の一つとしており、館内の掲示物に

ついても、各種イベントや地域団体が発行するチラシ等をはじめとして、様々な種類があります。 

今後は、掲示物の目的や種別ごとの整理を行うとともに、ゾーニングを更に強化し、見栄えや

視認性の良い掲示や配架を目指し、各々の来場者が必要な情報を入手しやすい環境を整えていき

ます。 

 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

イ  セキュリティ対策と案内表示 

複合施設である「スマイル大森」は、各施設で利用者

層が異なる上、開館時間は誰でも自由に利用できる。一

方で、利用者に配慮を要しセキュリティ確保が必要なつ

ばさ教室があるため、一般利用者への適切な案内を両立

しなくてはならない。現在の対応は適切と判断できる

が、子育て支援施設の開設も見据えてあり方を検討され

たい。   

入新井特別出張所

教育センター 

措置状況 

スマイル大森は、オープンスペースや各フロアなど、多様な利用者に開かれた施設として運用

しています。一方で、つばさ大森教室については、一定の配慮を要する利用者も安心できるよう

入口は施錠し、インターフォンや「関係者以外入室禁止」の案内表示を設置するなど、一般利用

者への案内と、セキュリティ確保の両立を図っています。 

また、10月に開設予定の子育て支援施設においては、有人による受付窓口を事業ごとに設ける

ほか、緊急時に備えて非常通報装置を設置する等、利用者が安心して利用できる環境づくりを進

めていきます。 
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「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

ウ  駐輪スペース 

各施設の利用者層、利用時間帯が異なっているが、駐

輪スペースが不足する時間帯が生じている。今後、子育

て支援施設の開設も予定されていることもあるため、施

設の整備状況を踏まえて事業者間で調整し、駐輪区画の

整備等、対策を検討されたい。 

入新井特別出張所 

措置状況 

現在は、臨時駐輪場として、正面エントランス脇、荷捌きスペース（消防団横）、西側入口脇の

３か所を合計約 40 台分で運用しているほか、大規模イベントの開催時などにおいては、地下１

階駐車場の一部を、一定の条件を満たす場合に駐輪場として開放しています。また、隣接する入

新井第一小学校と協議し、必要に応じて小学校側の臨時駐輪場についても施設利用者が利用でき

るよう調整しています。 

今後は、これらの対策に加え、Ⅱ期工事終了後に新たな駐輪場（56台）が整備されるため、駐

輪可能台数は現状の２倍以上に増加する予定です。 

 

「指摘事項」「意見・

要望事項」の区分 
「指摘事項」「意見・要望事項」の要旨 所管課名 

意見・要望事項 

エ 空調設備 

館内の通路部分の一部で空調設備が設置されていな

いため、運営事業者からの指摘がある。 

具体的には、２階（地域包括支援センター入新井、シ

ニアステーション入新井）では、「事務室前ロビー付近

や通路の湿度が高く、紙製の書類、資料の傷みが早い」、

６階（男女平等推進センター）では、「通路の大きなガラ

ス窓付近は夏場の高温が耐え切れない」などがある。新

たに空調設備を設置することは簡単なことではないた

め、各フロアの問題点に対応した対策を検討されたい。 

入新井特別出張所 

高齢福祉課 

人権・男女平等推進課 

措置状況 

現状の対策として、２階（地域包括支援センター入新井、シニアステーション入新井）ではサ

ーキュレーターを設置し、主に事務室前ロビー付近や通路の空気を循環させることで、湿度及び

温度の調整を行っています。湿度調整については、除湿器の購入も含めて対応を検討し、環境改

善に向けた対策を進めます。 

６階（男女平等推進センター）においても、通路と各更衣室に冷風扇を設置し、暑さ対策を行

っています。 

今後も施設事業者間等で情報を共有し、状況に応じて必要な対策を検討していきます。 

 


